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特記事項
１．アンカーボルトを使用する際は、コンクリート層に確実に（埋込み深さ３５ｍｍ以上)固定すること。
２．壁面には、６ヶ所アンカーを打込むこと。
　　なお、上側４ヶ所については、本体フレームからボルトおよびアンカー類の出寸は１２ｍｍ以下であること。
３．縦柱の板厚は、２．３ｍｍ以上あり建物構造体に結合されていること。（ｔ２．３以下は不可）
４．柱の断面形状は、平板ではなく、Ｌ、Ｃ、角型等の形状であること。
５．補強鉄板の幅寸法は、縦柱間寸法により決定のこと。
６．補強鉄板は、柱に全周溶接又はＭ８ボルト、ナット（各柱２ヶ所）にて結合されていること。
７．固定用ナット、固定用ボルトは、補強鉄板に溶接のこと（６ヶ所）。
８．Ｗ型はパーテーションへの取付は不可。
※上図は材料に応じた施工の一例です。
　必ず現場の材料の種類及び必要な場合、補強を施したことを確認の上、施工をお願いします。
　又本図にない現場の場合は、別途個別対応となります。
※本図の寸法は参考値となります。

　

コンクリート壁と石膏ボード
との間に隙間がある場合は
隙間厚のコンパネ補強必要

専用下地補強 コンクリートＧＬ壁

取付補強鉄板
（ｔ＝２．３以上）

取付補強鉄板
（ｔ＝２．３以上）

Ｍ８　めねじ型
アンカーボルト

Ｍ８　めねじ型
アンカーボルト
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アンカーボルト
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鉄骨柱
（ｔ＝２．３以上）
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WOK21WK Diaper changing station OK21WK 横型おむつ交換台ＯＫ２１ＷＫ車いす

117332 * ※

19.04.26 * *
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0 Ｍ８　めねじ型

アンカーボルト

コンクリート躯体

コンクリート躯体

（コンパネ補強）

取付補強鉄板
（ｔ＝２．３以上）

Ｍ８ナット

Ｍ８ナット

Ｍ８ナット

Ｍ８ナット

　

　

　

石膏ボード部分を示す

コンパネ補強部分を示す

凡例
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Ｍ８ボルト×Ｌ

Ｍ８ボルト×Ｌ

Ｍ８ボルト×Ｌ

Ｍ８ボルト×Ｌ

 

 

 

 

 
※Ｍ８ボルト部すべて溶接※Ｍ８ナット部すべて溶接

取付補強鉄板
（ｔ＝２．３以上）

鉄骨柱
（ｔ＝２．３以上）

取付補強鉄板
（ｔ＝２．３以上）

専用下地補強

モルタル部分を示す

コンクリート部分を示す

補強鉄板部分を示す

施工図

ナット溶接もしくは
メカナット等を使用のこと。

ボルト溶接
ただし、本体フレームから
ボルトの出寸は１２ｍｍ以下。
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アンカーボルト
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